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思
い
出
・
ベ
ル
ギ
ー
国
王

国
王
陛
下
王
妃
陛
下
訪
日

日
本
ベ
ル
ギ
ー
友
好
一
五
〇
周
年

昨
年
二
〇
一
六
年
で
一
五
〇

年
。

「
日
本
・
ベ
ル
ギ
ー
友
好
一

五
〇
周
年
」
の
双
方
の
名
誉

総
裁
を
天
皇
陛
下
と
ベ
ル
ギ

ー
フ
ィ
リ
ッ
プ
国
王
が
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
訪
日
に
よ
り
日
本
と

ベ
ル
ギ
ー
両
国
の
友
好
親
善

関
係
の
期
待
が
一
層
深
ま
っ

た
。

昨
年
・

10
月
10
日
か
ら
15
日

ま
で
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
国
王
王

妃
両
陛
下
が
訪
日
さ
れ
ま
し

た
（
う
ち
国
賓
と
し
て
の
接

遇
期
間
は
11
日
か
ら
14
日
ま

で
）
。
長
年
に
わ
た
る
皇
室

と
王
室
の
交
流
は
、
両
国
の

緊
密
な
関
係
の
象
徴
。
。

二
〇
一
六
年
は
日
本
と
ベ
ル

ギ
ー
の
外
交
関
係
樹
立
一
五

〇
周
年
。

江
戸
時
代
末
の
一
八
六
六
年

に
日
本
と
ベ
ル
ギ
ー
が
修
好

通
商
条
約
を
結
ん
で
か
ら
、

2016年10月10日羽田空港に到着されたベルギー王室フィリップ国

王(右)マチルド妃(左)。国王夫妻は国賓として6日間日本を滞在

された。

ベルギー国王陛下王妃

陛下、ベルギー空軍特

別機BELGIAN AIR FORCE

で来日(羽田空港)

フィリップ国王即位は2013年,53歳

の時。前国王のアルベール2世が79

歳で生前退位されました。

11
日

歓
迎
行
事/

天
皇
皇
后

両
陛
下
御
会
見/

宮
中
晩
餐

12
日

茨
城
県
結
城
市
へ
の

地
方
視
察/

安
倍
総
理
夫
妻

主
催
晩
餐
会

13
日

愛
知
県
名
古
屋
市
へ

地
方
視
察/

国
王
王
妃
両
陛

下
主
催
コ
ン
サ
ー
ト

14
日

大
阪
府
へ
地
方
視
察

日
本
・
ベ
ル
ギ
ー
友
好
一
五
〇
周
年

国
王
王
妃
両
陛
下
の
日
程

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
想
い

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
国
賓

の
方
々
の
地
方
旅
行
（
結
城

市
）
に
ご
同
行
さ
れ
た
の
は

七
年
ぶ
り
の
こ
と
。
数
千
人

の
人
々
が
沿
道
で
日
本
と
ベ

ル
ギ
ー
の
国
旗
を
振
っ
て
歓

迎
す
る
姿
は
、
強
く
心
に
残

り
ま
し
た
。
宮
中
晩
餐
会
で

は
、
ベ
ル
ギ
ー
人
で
あ
る
テ

ィ
ー
ル
マ
ン
ス
作
曲
の
「
ブ

ル
ー
ゼ
ッ
ト
」
と
共
に
、
皇

后
陛
下
が
作
曲
さ
れ
た
「
お

も
ひ
子
」
が
初
め
て
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
か
っ

た
の
は
、
今
度
は
、
国
王
王

妃
両
陛
下
が
主
催
さ
れ
た
答

礼
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
ベ
ル
ギ

ー
人
の
演
奏
家
に
よ
っ
て
、

こ
の
「
お
も
ひ
子
」
が
ア
ン

コ
ー
ル
曲
と
し
て
演
奏
さ
れ

た
こ
と
で
す
。
演
奏
が
終
了

す
る
か
し
な
い
か
の
内
に
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
自
身
が

立
ち
上
が
っ
て
拍
手
を
さ
れ

た
の
は
、
両
陛
下
の
お
気
持

ち
の
現
れ
だ
と
拝
察
し
ま
し

た
。[

出
典

在
ベ
ル
ギ
ー
日
本
国
大

使
館(

外
務
省)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ]

安
倍
総
理
大
臣
は
、
日
本

・
ベ
ル
ギ
ー
友
好
百
五
十
周

年
に
際
す
る
国
賓
と
し
て
の

御
訪
日
を
歓
迎
し
、
皇
室
と

王
室
の
親
密
な
交
流
は
両
国

の
友
好
関
係
の
象
徴
で
あ
る

旨
述
べ
、
ま
た
、
両
国
間
の

新
租
税
条
約
が
署
名
さ
れ
た

こ
と
は
大
変
素
晴
ら
し
い
成

果
で
あ
る
旨
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ッ
プ

国
王
陛
下
か
ら
、
温
か
い
歓

迎
に
感
謝
す
る
、
様
々
な
分

野
で
日
・
ベ
ル
ギ
ー
間
の
交

流
が
今
後
さ
ら
に
深
ま
る
こ

と
を
期
待
す
る
旨
述
べ
ま
し

た
。[

出
典

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ]

総
理
大
臣
フ
ィ
リ
ッ
プ
国
王
陛
下
と
懇
談
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同
日
、
朝
霞
駅
周
辺
に
て

抗
議
す
る
市
民
に
よ
る
反
対

デ
モ
が
行
わ
れ
た
。
先
頭
に

掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
に
は

『
あ
ぶ
な
い
低
空
飛
行
や
め

て
！
安
保
法
制
は
廃
止
を
！

戦
争
す
る
九
国
絶
対
反
対

10
・
23
朝
霞
集
会

自
衛

隊
観
閲
式
反
対
集
会
実
行
委

員
会
』
と
あ
っ
た
。
主
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の

は
、
や
め
ろ
！
軍
事
パ
レ
ー

ド

行
く
な
！
南
ス
ー
ダ
ン

自
衛
隊
国
軍
化
を
許
さ
な

い
！
。

自
衛
隊
記
念
日
観
閲
式
の

目
的
は
、
自
衛
隊
の
最
高
指

揮
官
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣

（
観
閲
官
）
の
観
閲
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
退
院
の
使

命
の
自
覚
及
び
士
気
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、
防
衛
力

の
主
力
を
展
示
し
、
自
衛
隊

に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
信

頼
を
深
め
る
も
の
で
あ
り
、

三
年
に
一
度
行
わ
れ
ま
す
。

自
衛
隊
朝
霞
観
閲
式

反
対
デ
モ

自
衛
隊
記
念
日

観
閲
式
と
は
？

平
成
二
十
八
年
自
衛
隊

記
念
日
観
閲
式

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十

三
日(

日)

陸
上
自
衛
隊
朝
霞

訓
練
場
に
お
い
て
、
平
成
二

十
八
年
度
自
衛
隊
記
念
日
観

閲
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
観
閲

式
に
は
、
陸
海
空
自
衛
隊
員

約
四
〇
〇
〇
名
、
車
両
数
約

二
八
〇
両
、
航
空
機
約
五
〇

機
が
参
加
し
、
観
閲
官
（
安

倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
）
の

観
閲
を
受
け
る
こ
と
で
、
隊

員
の
使
命
の
自
覚
及
び
士
気

の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
自
衛
隊
の
主
力

装
備
や
米
軍
装
備
を
、
国
民

の
皆
様
に
ご
覧
に
な
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
自
衛
隊
の

精
強
さ
、
強
固
な
日
米
関
係

の
促
進
に
つ
い
て
理
解
い
た

だ
け
た
こ
と
と
思
う
。
「
出
典

陸
上
自
衛
隊(

防
衛
省)

]

朝霞観閲式に反対する約300名の市民の決起が行われ、朝霞駅南口

広場で集会が持たれ、その後、観閲式の会場に向けて抗議デモを

した。

自
衛
隊
記
念
日
観
閲
式

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
訓
示

（
一
部
掲
載
）

私
と
日
本
国
民
は
、
常
に
諸

君
を
始
め
全
国
二
十
五
万
人
の
自
衛
隊
と

共
に
あ
る
。
そ
の
誇
り
と
自
信
を
胸
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
お
い
て
、
自
衛
隊

の
果
た
す
べ
き
役
割
を
全
う
し
て
く
だ
さ

い
。常

に
自
ら
の
職
責
の
重
要
性
に
思
い
を

致
し
、
日
本
と
世
界
の
平
和
と
安
定
の
た

め
に
、
益
々
奨
励
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
望

み
、
私
の
訓
示
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
三
日

自
衛

隊
最
高
指
揮
官

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三「

出
典

首
相
官
邸(
内
閣
官
房
内
閣
広
報
室)

]


